
　 　図1は，ヒトの体を正面から見たときの器官と血管のようすを簡
かん

単
たん

に表したものです。Ｃは尿
にょう

をつくっている器官です。これについ
て，次の問いに答えなさい。

□⑴　器官Ａ～Ｃの名前をそれぞれ答えなさい。
□⑵ 　図1の肺

はい

は，実際には小さな袋
ふくろ

が集まってできています。この
小さな袋を何といいますか。

□⑶ 　肺から空気中へ出ていく気体（呼
こ

気
き

）の中に最も多くふくまれて
いる気体を次のア～エから 1 つ選び，記号で答えなさい。

　　ア　酸素　　　イ　二酸化炭素　　　ウ　水素　　　エ　窒
ちっ

素
そ

□⑷ 　肺を通ったあとの血液は，図1の㋐，㋑のどちらの血管に流れ
ていきますか。記号で答えなさい。また，その血管の名前を答え
なさい。

□⑸ 　図1の㋐～㋓の血管のうち，酸素を多くふくむ血液が流れてい
る部分はどこですか。図中の㋐～㋓から 2 つ選び，記号で答えな
さい。

□⑹ 　次の①，②の特
とく

徴
ちょう

をもつ血管を図1の㋔～㋗から1つずつ選び，
それぞれ記号で答えなさい。ただし，同じ記号を 2 回使ってはい
けません。

　　①　食数，養分を最も多くふくむ血液が流れている。
　　②　二酸化炭素以外の不要物が最も少ない血液が流れている。
□⑺ 　図2は，図1のある器官を拡

かく

大
だい

したものです。この器官を図1の
Ａ～Ｃから 1 つ選び，記号で答えなさい。

□⑻ 　⑺の器官が図2のようなひだ状になっている利点を答えなさい。
□⑼ 　図2のひだ状の部分の中の毛細血管に吸

きゅう

収
しゅう

される養分として正し
いものを，次のア～エから 2 つ選び，記号で答えなさい。

　　ア　アミノ酸　　　イ　ブドウ糖
とう

　
　　ウ　脂

し

肪
ぼう

酸
さん

　　　　エ　モノグリセリド

1

体の上部

肺

体の下部

A

B

C

図1

㋐

㋒ ㋓

㋔

㋑

㋕

㋖㋗

図2

⑴ Ａ Ｂ Ｃ ⑵

⑹ ① ② ⑺

⑶ ⑷ 記号 名前 ⑸

⑻

⑼
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　 　植物の葉のはたらきを調べるために，ふ入
りの葉がついたはち植えのアサガオを使っ
て，次のような【実験 1】～【実験 4】を行い
ました。これについてあとの問いに答えなさ
い。

　【実験 1】 　アサガオのはち植えを，一昼夜暗
い部屋に入れておいた。

　【実験 2】 　夜明け前に，葉ａ，ｂを図1のよ
うにし，はち植えを日あたりのよい
ところに置いた。

　【実験 3】 　正午過ぎに葉ａ，ｂをつみ取り，Ａ熱湯につけたあと，Ｂあたためたアルコールの中に
入れ，さらに水で洗った。

　【実験 4】　葉a，bにヨウ素液をつけた。
□⑴ 　【実験 1】でアサガオのはち植えを一昼夜暗い部屋に入れておいたのはなぜですか。正しく説明

しているものを次のア～エから 1 つ選び，記号で答えなさい。
　　ア　葉のはたらきを止め，空気中に気体を放出できないようにするため。
　　イ　葉の緑色を取り除

のぞ

き，このあとの実験を行いやすくするため。
　　ウ　葉にある養分をアサガオのほかの部分に移動させるため。
　　エ　葉のはたらきを止め，空気中の気体を取りこめないようにするため。
□⑵ 　【実験 2】でアサガオのはち植えを日当たりのよいところに置いたのは，アサガオの葉に「ある

はたらき」を行わせるためです。この植物のはたらきを何といいますか。
□⑶　【実験 3】で行った処

しょ

理
り

について，次の①，②に答えなさい。
　　①　下線部Ａのようにしたのはなぜですか。
　　② 　下線部Ｂを行ったとき，アルコールの色はどのように変化しましたか。次のア～エから 1 つ

選び，記号で答えなさい。
　　　ア　無色→緑色　　　イ　無色→むらさき色　　　ウ　茶色→緑色　　　エ　茶色→むらさき色
□⑷ 　【実験 4】でヨウ素液をつけたとき，色が変化した部分がありました。これについて，次の①～

③に答えなさい。　
　　① 　ヨウ素液の色が変化した部分はどこですか。図2のア～

オから 1 つ選び，記号で答えなさい。
　　② 　葉のどの部分とどの部分の結果を比べれば，植物が養分

をつくるために二酸化炭素が必要であることがわかります
か。図2のア～オから 2 つ選び，記号で答えなさい。

　　③ 　植物が葉緑体で養分をつくっていることを確かめるためには，どの部分とどの部分の結果を
比べればよいですか。図2のア～オから 2 つ選び，記号で答えなさい。

2

アルミニウムはく

とう  めい

透明な
ビニール
ぶくろ

ふ

水酸化ナトリウム
水溶液をしみこま
せたろ紙

（二酸化炭素を吸収
するはたらきがある）

図1

a

bすい  よう  えき

a b

ア

ウ

エ

オ

イ

図2

⑴ ⑵

⑷ ① ② ③

⑶ ① ②
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　 　発芽したインゲンマメの種子を図の
ような装

そう

置
ち

に入れ， 実験を行いまし
た。これについて，あとの問いに答え
なさい。

□⑴ 　装置Aに入れた水酸化ナトリウム
水
すい

溶
よう

液
えき

のはたらきについて説明した
次の文中の①， ②に入る言葉を書
きなさい。

　　 　装置Aに入れた水酸化ナトリウム
水溶液には， 三角フラスコの中の

（　①　）を（　②　）するはたらきが
ある。

□⑵ 　装置Aの水酸化ナトリウム水溶液と同じはたらきをするものを，次のア～エから 1 つ選び，記
号で答えなさい。

　　ア　食塩水　　　イ　ヨウ素液　　　ウ　石
せっ

灰
かい

水
すい

　　　エ　炭酸水
□⑶ 　装置A，Bでそれぞれ 1 時間実験を行ったところ，どちらの装置でもインクが移動しました。

このとき，それぞれの装置でインクが移動した距
きょ

離
り

は何を示していますか。次のア～オから 1 つ
ずつ選び，記号で答えなさい。

　　ア　発芽した種子が吸
きゅう

収
しゅう

した二酸化炭素の体積
　　イ　発芽した種子が吸収した酸素の体積
　　ウ　発芽した種子が放出した二酸化炭素の体積
　　エ　発芽した種子が吸収した酸素の体積と放出した二酸化炭素の体積の合計
　　オ　発芽した種子が放出した二酸化炭素の体積と吸収した酸素の体積の差
□⑷ 　装置Aで 1 時間実験を行ったところ，インクは左に 5 目

め

盛
も

り移動しました。発芽した種子が吸
収する気体Xと放出する気体Yの体積の比がX：Y＝10：8 であるとき，装置Bのインクは左右
どちらの向きに，何目盛り移動しますか。

□⑸ 　装置Aを使って， 置く場所を変えて実験をした
ところ，右の表のような結果になりました。この結
果を説明した次の文章中の①～④に入る言葉を答
えなさい。

　　 　インゲンマメの種子は，（　①　）を吸収し， 
（　②　）を放出している。（　①　）を吸収する量
は，（　③　）によって変化するが，（　④　）には影

えい

響
きょう

されない。

⑴ ① ② ⑵ ⑶ 装置 A： 装置 B： 

⑷ 向き： 目盛り： 目盛り

⑸ ① ② ③ ④

3

水酸化ナトリウム水溶液

装置 A

発芽した
種子

左← →右

赤インク

水

装置 Ｂ

発芽した
種子

左← →右

赤インク
ガラス管

三角フラスコ

場所

冷蔵庫の中

昼のベランダ

室内の箱の中

室内の机の上

光

なし

あり

なし

あり

温度

4℃

30℃

20℃

20℃

結果

左に1目盛り

左に7目盛り

左に5目盛り

左に5目盛り

れいぞう  こ

つくえ
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　 　下の図は，背
せ

骨
ぼね

がある身近な動物を，さまざまな特
とく

徴
ちょう

でなかま分けしたものです。これについて，
次の問いに答えなさい。

□⑴ 　背骨のある動物をまとめて何と
いいますか。

□⑵ 　ＡのグループとＢのグループ
は，なかまのふやし方で分けてい
ます。Ａのグループのようななか
まのふやし方をする動物のなかまを何類といいますか。

□⑶ 　Ｃのグループになかま分けされる動物の呼
こ

吸
きゅう

の特徴として，正しいものはどれですか。次のア
～エから 1 つ選び，記号で答えなさい。

　　ア　一生，えらと皮ふで呼吸する。
　　イ　一生，肺

はい

と皮ふで呼吸する。
　　ウ　子のときはえらと皮ふで呼吸し，親になると肺と皮ふで呼吸する。
　　エ　子のときは肺と皮ふで呼吸し，親になるとえらと皮ふで呼吸する。
□⑷ 　Ｃのグループになかま分けされる動物として，正しいものはどれですか。次のア～エから 1 つ

選び，記号で答えなさい。
　　ア　ヤモリ　　　イ　カメ　　　ウ　イモリ　　　エ　ワニ

⑴ ⑵ 類 ⑶ ⑷

　 　右の図は，ヒトの体のつくりの模
も

式
しき

図
ず

と，イカを解
かい

剖
ぼう

したときのスケッチを示
しています。これについて，次の問いに
答えなさい。

□⑴ 　イカと同じなかまの動物を次のア～
カからすべて選び， 記号で答えなさ
い。

　　ア　ネコ　　　イ　メダカ　　　
　　ウ　アサリ　　エ　カブトムシ　
　　オ　タコ　　　カ　クモ
□⑵ 　⑴で選んだ動物のなかまを何といい

ますか。
□⑶ 　イカがもっていない器官を，次のア～オからすべて選び，記号で答えなさい。
　　ア　えら　　　イ　骨　　　ウ　目　　　エ　肺

はい

　　　オ　外とう膜
まく

□⑷ 　イカのEの部分は弾
だん

力
りょく

のある袋
ふくろ

状の器官です。この器官をナイフで切り開き，中を確かめたと
ころ，小魚の一部がたくさん入っていました。イカのEと同じはたらきをすると考えられるヒト
の器官を，図のあ～おから 1 つ選び，記号で答えなさい。

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

4

動物
A

トカゲ
コイ
ハト

フナ
アオダイショウ カエル

サンショウウオ

ウサギ
イルカ

B
C

あ
い
う
え

お

A

B
C

D
E

5
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　 　ヒメダカについて実験を行いました。これについて，あとの問いに答えなさい。
　【実験 1】 　水そうの中のヒメダカの数と産

さん

卵
らん

数
すう

の
関係を調べるため，同じ大きさの 8 個の
ガラスの水そうに，おすとめすのヒメダ
カをそれぞれ 1，2，3，5，10，15，
20， 25組入れました。実験では水温を
一定にして，えさはヒメダカの数に合わ
せてちょうどよくあたえました。実験結
果をもとに，ある日のめす 1 匹

ぴき

あたりの
平均の産卵数を示したものが右のグラフ
です。　

　【実験 2】 　毎日光をあてる時間（明期）と
光をあてない時間（暗期）をつく
り，人工的に光をあてる実験を
開始して10日目，ヒメダカが環

かん

境
きょう

になれたころに産卵の時
じ

刻
こく

を
調べ，結果を右の表のようにま
とめました。

□⑴ 　実験 1 の結果から，産卵数が少なくなる原因の可能性として考えられることは何ですか。最も
適切なものを次のア～エから 1 つ選び，記号で答えなさい。

　　ア　1 匹あたりの水からとり入れることができる酸素の量が減るから。
　　イ　1 匹あたりの水からとり入れることができる二酸化炭素の量が減るから。
　　ウ　メダカの数が増えると水温が下がるから。
　　エ　メダカの数が増えると水温が上がるから。
□⑵ 　実験 1 の結果から，1 つの水そうでの 1 日の産卵数が最も多かったのは，水そうの中におすと

めすのヒメダカを何組入れたときですか。次のア～クから 1 つ選び，記号で答えなさい。
　　ア　1 組　　　 イ　2 組　　　 ウ　3 組　　　 エ　5 組
　　オ　10組　　　 カ　15組　　　 キ　20組　　　 ク　25組
□⑶　実験 2 のＡ～Ｄの結果からわかることを次のア～エから 1 つ選び，記号で答えなさい。
　　ア　明期の長さが変わっても，光をあてはじめてから 1 時間以内に産卵する。
　　イ　明期の長さが変わっても，光を消してから 1 時間以内に産卵する。
　　ウ　昼夜を逆にすると，光を消してから 1 時間以内に産卵する。
　　エ　昼夜を逆にすると，光を消した時刻に産卵する。
□⑷ 　実験 2 のＡ～Ｄの結果から考えて，光をあてはじめた時刻を午後 5 時，光を消した時刻を次の

日の午前 8 時にするとヒメダカの産卵時刻は何時になりますか。表にならって午前（午後）○時～
○時という形で答えなさい。

1

0 5 10 15 20 25 30

25

20

15

10

5

0

めすのヒメダカの数〔匹〕

〔個〕

め
す
1
匹
あ
た
り
の
平
均
産
卵
数

光をあてはじめた時刻 光を消した時刻 明期（時間） 産卵時刻
A
B
C
D

午前8時
午後7時
午前8時
午前8時

午後8時
次の日の午前7時
午後5時
午後11時

午前8時～9時
午後7時～8時
午前8時～9時
午前8時～9時

12
12
9
15

⑴ ⑵ ⑶ ⑷  時～　　　　　時
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　 　次の文章を読んであとの問いに答えなさい。
　 　動物はたえず呼

こ

吸
きゅう

をしています。口や鼻から吸
す

いこまれた空気は（　あ　）を通って左右の 
（　い　）に入ります。（　い　）に入った空気にふくまれる酸素の一部は，（　い　）で血液に取りこ
まれ，体の各部に運ばれます。体の各部に運ばれた酸素は，動物の体内で養分が分解されるときに
使われて（　う　）が生じます。このとき，体温を保つ，体を動かすなど，さまざまな生命活動をす
るのに必要なエネルギーをとり出します。動物がエネルギーをとり出すのに利用できる養分の1 つ
として，タンパク質があります。タンパク質は，炭素，水素，酸素，窒

ちっ

素
そ

，硫
い お う

黄という成分からで
きています。動物が体内のタンパク質を利用してエネルギーをとり出すとき，（　う　）のほかに，
窒素を成分の 1 つにもつさまざまなものも生じます。窒素を成分の 1 つにもつさまざまなものをま
とめて「Ａ」とよぶことにします。（　う　）は（　い　）から（　あ　）を通り，はく息に混じって体
の外に出されます。「Ａ」は動物の尿

にょう

の中にふくまれており，体の外に出されます。
□⑴　（　あ　）～（　う　）にあてはまる語句を入れなさい。
□⑵ 　ブタの尿を集め， その中にふくまれる「Ａ」の量を測定したところ50gでした。タンパク質と

「Ａ」100g中の各成分の割
わり

合
あい

を表1に示しました。50gの「Ａ」中の炭素，水素，酸素，窒素，硫
黄の重さはそれぞれ何gですか。

　　

□⑶ 　タンパク質を利用してエネルギーをとり出すとき，タンパク質中の窒素はすべて「Ａ」に入りま
す。一方，タンパク質中の炭素，水素，硫黄は一部しか「Ａ」に入りません。ブタの尿を集め，尿
にふくまれる「Ａ」の量を測定したところ，50gでした。「Ａ」はすべて尿として体の外に出された
ものと考え，表1をもとにして，次の①～④に答えなさい。

　　①　エネルギーをとり出すときに利用したタンパク質は何gですか。
　　②　「Ａ」に入らなかった炭素，水素，硫黄の量はそれぞれ何gですか。　
　　③ 　「Ａ」に入らなかった炭素，水素，硫黄は，酸素と結

びついて体の外に出されます。それぞれの物質1.0gに
結びつく酸素の量を表2に示しました。炭素，水素，硫
黄に結びついた酸素はそれぞれ何gになりますか。

　　④ 　タンパク質を利用するときには何gの酸素を体の外
からとり入れる必要がありますか。

⑴ あ い う

⑶
①  g ② 炭素 g 水素 g 硫黄 g

⑵ 炭素 g 水素 g 酸素 g 窒素 g 硫黄 g

③ 炭素 g 水素 g 硫黄 g ④  g

2

タンパク質

「A」

53

26

7

6

22

34

17

34

1

0

100

100

表1　タンパク質と「A」の各成分の割合〔％〕
炭素 水素 酸素 窒素 硫黄 計

表2　炭素，水素，硫黄の各1.0gに
　　　結びつく酸素の量〔g〕

炭素

2.7

水素

8.0

硫黄

1.5
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　 　ミツバチに関する次の文章を読んで，あとの問いに答えなさい。
　 　働きバチは，花のみつを見つけると巣箱内に垂

すい

直
ちょく

に立てた巣板を歩いてダンスを行い，なかまに
みつの方向と距

きょ

離
り

を伝えることが知られています。巣箱からみつの場所までが遠い場合は，図1の
ような 8 の字ダンスを行います。8 の字ダンスの直進部分では，働きバチは尻

しり

をふりながら進み，
左回りまたは右回りをして元の位置にもどることをくり返します。真上への向きと尻をふりながら
直進する向きとの角度が，巣箱から見た太陽の方角とみつの方角との角度を示しています。たとえ
ば，図2のように働きバチが巣箱の真上から右に90度の向きに尻ふりダンスを行った場合，「太陽
の方角に向かって右に90度の向きにみつがある」ということを伝達しています。また，ダンスの速
さによってみつまでの距離を示しています。図3は，みつの場所までの距離と15秒間で 8 の字ダン
スをする回数を示したグラフです。

□⑴　ミツバチに関する説明として最も適切なものを次のア～エから 1 つ選び，記号で答えなさい。
　　ア　ミツバチは不完全変態の昆

こん

虫
ちゅう

である。
　　イ　ミツバチのはねは 2 対 4 枚

まい

である。
　　ウ　ミツバチはイチゴやトウモロコシなどの植物の花粉を運ぶことに役立てられている。
　　エ　毒

どく

針
ばり

を持つのはおすのミツバチだけである。 
□⑵ 　図４のＡの位置にみつをいれたエサ台を設置しま

した。このエサ台のみつを見つけた働きバチが図４
のＯの位置に置いた巣箱にもどると，図5のような
8の字ダンスを1分間に20回行いました。これにつ
いて，次の①～③に答えなさい。

　　①　巣箱から見た太陽の方角として正しいものを 8 方位で答えなさい。
　　②　巣箱からみつを入れたエサ台までの距離は何kmですか。
　　③ 　この観察を行ってから 3 時間後，他の働きバチが同じエサ台のみつを見つけ，巣箱にもどっ

てきました。この働きバチの 8 の字ダンスはどのように変化しますか。最も適切なものを次の
ア～オから 1 つ選び，記号で答えなさい。

　　　ア　3 時間前と比べ，同じ向きに，同じ速さでダンスを行う。
　　　イ　3 時間前と比べ，ダンスで直進する向きは右に45度ずれるが，速さは変化しない。
　　　ウ　3 時間前と比べ，ダンスで直進する向きは左に45度ずれるが，速さは変化しない。
　　　エ　3 時間前と比べ，ダンスで直進する向きは右に45度ずれ，速さも変化する。
　　　オ　3 時間前と比べ，ダンスで直進する向きは左に45度ずれ，速さも変化する。
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　 　次の文章を読み，あとの問いに答えなさい。
　 　図1は，腎

じん

臓
ぞう

を模
も

式
しき

的
てき

に表しています。腎臓は，血
液中から尿

にょう

素
そ

などの不要物をこし出し，尿をつくる器
官です。腎臓のつくりのうち，腎小体とよばれる部分
で血液の成分である水やブドウ糖

とう

，尿素，塩分などの
物質が血管からろ過され，尿のもとである「原尿」がつ
くられます。このとき，タンパク質はろ過されません。
原尿が腎細管を通っていくとき，ろ過された物質のう

　 ち，体に必要なブドウ糖などは血管の中に再
さい

吸
きゅう

収
しゅう

されます。このとき，
水のほとんどは再吸収されますが， 再吸収されなかった分の水とその
他の不要物が尿となって，腎臓から器官Ｘに送り出されます。

□⑴ 　文章中の下線部の器官Ｘの名前を答えなさい。
□ ⑵ 　図2のア～オのうち，腎臓がある位置をすべて選び，記号で答え

なさい。
□⑶ 　右の表は，腎臓に流れこむ血液中の血しょう，原尿，尿にふくま

れるブドウ糖，尿素，タンパク質の割
わり

合
あい

をまとめたものです。これ
について，次の①，②に答えなさい。

　　① 　表のＡ～Ｃのうち，腎小体でろ過されたあ
と，腎細管ですべて再吸収されている物質を
1 つ選び，記号で答えなさい。

　　② 　表のＡ～Ｃのうち，タンパク質，尿素を表
しているものを 1 つずつ選び，それぞれ記号で答えなさい。

　 　次のＡ～Ｃは，ある人が安静にしているときの体のようすを調べた結果です。これについて，あ
との問いに答えなさい。

　Ａ　1 分間の呼
こ

吸
きゅう

数
すう

は20回で，吸
す

う息とはく息の体積はどちらも 1 回につき500cm3でした。
　Ｂ　吸う息にふくまれる酸素の割合は20％，はく息にふくまれる酸素の割合は16％でした。
　Ｃ 　1 分間の脈の数は75回で，全身から心臓にもどってきた血液100cm3あたりに12cm3の酸素が

とけていました。また， 肺
はい

から心臓にもどってきた血液には100cm3あたりに22cm3の酸素がと
けていました。

□⑴　全身で 1 分間に消費する酸素の量は何cm3ですか。
□⑵　血液100cm3によって体の各部に送られて使われた酸素の量は何cm3ですか。
□⑶　全身には，1 分間に何cm3の血液が送られていますか。
□⑷ 　全身に送り出される血液の量は，脈 1 回につき何cm3ですか。小数第二位を四

し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して小数
第一位まで答えなさい。
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